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かず　数　データ

56, 661
区内65 廬以上の方の人欺で、区総人口の8j %
を占めています。年代別では70 纎台26, 798

人、80 鑞台8, 752 人、90 息台697人 。そし て、100
纎以卜となると わずか3 人。ちな みに3 人

とも女性です。( データは8 月1 日現在)

いつまでも
いきいき 、 楽し く　

す こ

やかに

9 月15日は
〝敬 老 の日 〟

9月15 日1ま「敬老の日。」。この日から21 日までは「老人福祉週間」です。

とは言っても、これからの社会は人生80 年時代。老けこんでばかりもいられません。

そこで今回は、仲問づくり、生きがいづくりのお誘いと、毎日イキイキと暮らし

ている方々にご登場いただきました。

仲
間
づ
く
り
に

老
人
ク
ラ
ブ
に
加
入
し
ま
せ
ん
か

区
内
に
は
、
1
9
2の老
人
2
フ
フ

ガ
あ
り
、
2
万
人
以
上
の
方
マ
が

会
員
と
な
つ
て
、
活
発
な
活
動
を

行
つ
て
い
ま
す
。

老
人
ク
ラ
プ
は
、
お
と
し
よ
り

の
生
活
を
明
る
く
、
充
実
し
た
も

の
に
す
る
た
め
、
自
主
的
に
組
織

し
て
い
る
も
の
で
す
。
レ
ク
リ
エ

ー

シ
ョ
ン
や
社
会
活
動
を
通
じ

て
、
仲
間
づ
く
り
、
生
き
が
い
づ

く
り
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▽
一
人
暮
ら
し
、
寝
た
き
り
老
人

へ
の
訪
問
や
、
道
路
・
公
圜
漓

掃
な
ど
の
社
会
奉
仕

▽
民
謡
、
踊
り
、
老
人
大
学
な
ど

の
教
育
講
座

▽
ゲ
ー
ト
ポ
ー
ル
、
ラ
ジ
オ
体
操

な
ど
健
康
増
進

▽
旅
行
、
誕
生
会
、
敬
老
会
な
ど

の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
勳

老
人
ク
ラ
プ
の
加
入
を
希
望
さ

れ
る
方
は
、
ぜ
ひ
、
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。
お
近
く
の
老
人
ク
ラ
プ
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

対
象

お
お
む
ね
6
0歳
以
上
の
方

問
い
合
せ
先

本
庁
舎
・
老
人
福

祉
係

　
8
8
2
1
1
1
1㈹

生
き
が
い
を
求
め
て
働
い
て
み
ま
せ
ん
か

高
齢
者
事
業
団

高
齢
者
事
業
団
は
、
高
齢
者
の

豊
か
な
経
験
と
能
力
を
生
か
す
た

め
、
高
齢
者
が
会
員
と
な
つ
て
つ

く
ら
れ
た
公
共
的
な
団
体
で
す
。

主
な
仕
事

事
務
、
毛
筆
・
ペ
ン

あ
て
名
書
き
、
大
工
、
塗
装
、

ふ
す
ま
・
障
子
の
張
り
替
え
、

草
取
り
、施
設
管
理
、濤
掃
な
ど

入
会
資
格

区
内
在
住
の
、
お
お

む
ね
6
0歳
以
上
の
健
康
で
働
く

意
欲
の
あ
る
方

会
費

年
間
莇
円

申
込
・
問
合
せ
先
高
齢
者
事
業

団
　
6
5
9
2
5
6
1

水
彩
画
教
室

日
時
1
0

月
～
3
月
ま
で
の
第
1

・
第
1
水
曜
日
(
月
2
回
)
、

午
後
1
時
～
2
時
3
0分

対
象
6
0
歳
以
上
の
区
民

内
容

水
彩
画
を
初
歩
か
ら
習
い

ま
す

定
員
3
0
人
(
抽
選
)

費
用

無
料

申
込
方
法

直
接
窓
口
ま
た
は
電

話
申
込
期
限
9

月
2
2日

申
込
・
問
合
せ
先

老
人
会
館

西
保
木
問
4
-
9
-
1釼

9
7
3
2

の
ん
び
り

ゆ
っ
た
り

銭
湯
　無
料
開
放

9
月
1
5日
は
区
内
の
公
衆
浴
場

に
、6
5歳
以
上
の
方
は
無
料
で
入

浴
で
き
ま
す
。

ご
近
所
で
誘
い
合
つ
て
、
の
ん

び
り
温
泉
気
分
に
ひ
た
る
の
も
い

い
も
の
で
す
。

問
合
せ
先

本
吁
舎
・
健
康
啻
理

課

　
8
8
2
1
1
1
1㈹

敬
老
祝
品

マ
ッ
サ
ー
ジ
等

施
術
券
の
贈
呈

社
会
福
祉
協
議
会
で
は

、
敬
老

の
日
に
喜
寿

、
傘
寿

、
米
寿
を
迎

え
ら
れ
た
方
に
、
そ
の
長
寿
を
祝

い
、
記
念
品
と
マ
ッ
サ
ー
ジ
等
施

術
券
を
贈
呈
し
ま
す

。

対
象

▽
喜
寿
(

満
7
7
歳
)
…
明

治
4
4
年
9

月
1
7
日
か
ら
大
正
元

年
9

月
1
6
日
に
生
ま
れ
た
方

▽
傘
寿
(

満
8
0
歳
)

…
明
治
剞

年
9

月
1
7
日
か
ら
明
冶
4
2
年
9

月
1
6
日
に
生
ま
れ
た
方

▽
米
寿
(

満
8
8
歳
)

…
明
治
3
3

年
9

月
1
7
日
か
ら
明
治
3
4
年
9

月
1
6
日
に
生
ま
れ
た
方

祝
品

▽
喜
寿
…
カ
シ
ミ
ア
入
純

毛
毛
布

▽
傘
寿
E

銅
製
茶
器

セ
ッ
ト
(

急
須

、
茶
筒
)

▽
米

寿
…
銀
杯

マ
ッ
サ
ー
ジ
等
施
術
券
1

人
2

枚
(

使
用
有
効
期
限
2

年
3

月

巧
日
ま
で
)

問
合
せ
先

社
会
福
祉
協
謙
会

　
齧
1
5
5
0

チ
ャ
リ
テ
ィ
ーバ
ザ
ー
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

軽
齊
老
人
ホ
ー
乙
・
し
ま
ね
圜

で
は
、
1
0
月
2
1
日
か
ら
2
9
日
ま
で
、

し
ま
ね
園
祭
を
開
催
し
ま
す
。
最

終
日
の
2
9日
曰
に
は
、
チ
ャ
リ
テ

ィ
ー
・
バ
ザ
ー
を
行
い
ま
す
。

ご
冢
啀
に
眠
つ
て
い
る
古
本
、

陶
器
、
手
芸
品
、
タ
オ
ル
な
ど
が

あ
り
ま
し
た
ら
、1
0月
1
0日
ま
で

に
寄
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

場
所
・
問
合
せ
先

し
ま
ね
毘

島
根
2
-
4
2
1
2

8
8
5
4
6
0
1

9
月
1
1
日
～
9

月
2
0
日

高
齢
者
交
通
安
全
旬
間

安
全
へ
　
つ
な
ぐ

老
い
の
手
　
幼
い
手

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

白
寿
の
お
祝
い

今
年
、
白
寿
(
9
9歳
)
を
迎
え

た
の
は
、
区
内
で
お
一
人
。
千
住

寿
町
に
お
住
ま
い
の
齋
藤
ふ
ゆ
さ

ん
宅
を
区
長
が
訪
れ
、「
長
寿
証
」

と
記
念
品
、
紫
の
「
チ
ャ
ン
チ
ャ

ン
ゴ
」
を
贈
っ
て
長
寿
を
お
祝
い

し
ま
し
た
。

ふ
ゆ
さ
ん
は
明
治
2
3年
6
月
2
2

日
生
ま
れ
。
洗
濯
、
裁
縫
、
買
い

物
な
ど
、
身
の
回
り
の
こ
と
は
自

分
で
す
る
お
元
気
な
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
で
す
。
現
在
、
一
人
暮
ら
し
で

す
が
、
近
く
に
住
む
次
男
の
謙
二

さ
ん
(
7
3歳
)
が
毎
日
、
訪
ね
て

き
て
い
ま
す
。

テ
レ
ビ
の
「
水
戸
黄
門
」や
「
遠

山
の
金
さ
ん
」
な
ど
時
代
劇
が
大

好
き
。
食
べ
物
で
の
好
き
嫌
い
は

な
く
、し
ょ
っ
ぱ
い
も
の
、辛
い
も

の
に
は
気
を
付
け
て
い
る
と
の
こ

と
。
長
寿
の
秘
訣
を
お
尋
ね
し
た

ら
、「
た
ん
に
寿
命
で
す
よ
」と
笑

い
な
が
ら
答
え
て
く
れ
ま
し
た
。

「来 てい た だいて あり が とうご ざい ます 」白 寿の お祝い
に防 れ た区 長を玄 関先 まで 出迎 えて 握手

私 た ち か ら も メ ッ セ ー ジ

体が動くうちは働いて
清田 貞 雄さ ん( 竹の塚三丁目/77歳)

高
齢
者
事
業
団
で
ふ
す
ま
張

り
を
1
0
年
ほ

ど
や
っ
て

い
ま

す

。で
も
ふ
す
ま
の
張
り
方
は

、

サ
ラ

リ
ー
マ
ン

を
定
年

退
職

後
、
「
何
か
手
に
職
を

」と
覚
え

た
も
の
な
ん
で
す
よ
。

仕
事
は
日
了

金
曜
日
の
朝
9

時
か
ら
夕
方
5

時
ま
で

。
ク
チ

コ
ミ
で
で
し
よ
う
か

、
ど
にり
ど

ん
注
文
が
き
て

く
れ
て

、
年
内

分
は
も
う
一
杯
。
3

人
の
仲
間

と
う
れ
し
い
悲
鳴
を
あ
げ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す

。
一
人
暮
ら
し

な
ん
で

、
家
へ
帰
れ
ば
炊
事

、

洗
濯

。
忙
し
い
毎
日
で
す

。

こ

れ
が
ら
?
　

体
が
動
く
う

ち
は
働
い
て
い
た
い
で
す

。
毎

日
の
暮
ら
し
に
ハ

リ
ガ
あ
り
ま

す
か
ら
ね
。

まだまだ知りたいことがいっぱい
工藤 峰さ ん( 西新井栄町/81歳)

も
と
も
と
歴
史
も
の
が
好
き

な
の
で

、
こ
の
間
も
花
畑
区
民

セ
ン
タ
ー
の
史
跡
教
室
に
参
加

し
て
き
ま
し
た

。半
日

、説
明
を

聞
き
な
が
ら
地
域
を
歩
き
回
る

の
で
す
け
れ
ど

、
こ
の
地
に
住

ん
で
3
0
年
、
改
め
て
歴
史
を
知

っ
て

、
足
立
区
を
見
直
し
ま
し

た

。ふ
る
さ
と
再
発
見
で
す
ね

。

何
し
ろ
、
い
ろ
い
ろ
な
事
に

興
味
が
あ
る
も
の
で
す
か
ら
、

今
で
も
生
花
と
お
習
字
を
習
っ

て
い
ま
す
。「
あ
の
世
へ

の
花
嫁

修
業
よ

」
な
ん
て
言
っ
て

ね
。

い
く
つ
に
な
っ
て
も

、
知
ら

な
い
事
を
覚
え
て
い
く
の
は

、

と
て

も
楽
し
い

も
の
で

す
よ

ね

。
ま
だ
ま
だ

勉
強

し
な

く

ち
ゃ

。

大健闘

全
国
中
学
校
選
抜
体
育
大
会
(
水
泳
)

第
十
四
中
学
校
が

全
国
優
勝

8
月
刀
い～
2
3日
、
倉
敷
市
で

行
わ
れ
た
平
成
元
年
度
全
国
中

学
校
選
抜
体
育
大
会
・
水
泳

で
、
墓
京
都
代
表
の
区
立
第
十

四
中
学
校
が
男
子
の
部
で
み
ご

と
総
合
優
勝
し
ま
し
た
。

特
に
4
0
0びフ
リ
ー
リ
レ
ー
、

メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー
は
と
も
に
1

位
。
フ
リ
ー
リ
レ
ー
で
は
2
位

以
下
に
6
秒
の
大
差
を
つ
け
て

大
会
新
(
3
分
4
9秒
1
8
)を
記

録
す
る
な
ど
大
活
躍
し
ま
し

た
。

大 会 出 場 メ ン バ ー と 顧 問 の 先 生
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催

し

物

郷
土
博
物
館
開
館
三
周
年
記
念
特
別
展

鷹

狩

り

そ
の
技
と
こ
こ
ろ

タ
カ
を
飼
い
慣
し
て
小
助
物

を
捕
え
る
鷹
狩
り
は
、
は
る
か

昔
、
中
央
ア
ジ
ア
が
起
源
と
考

え
ら
れ
、
日
本
に
も
鷹
匠
と
呼

ば
れ
る
人
々
に
よ
っ
て
そ
の
技

術

が
今
に
伝
え
ら

れ
て
い
ま

す
。区

内
で
も
'
E
江
付
近
は
江

戸
時
代

将
軍
家
の
鷹
狩
り
の

場
所
で
し
た
。
こ
れ
に
ち
な
ん

で
鷹
狩
り
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま

な
資
料
を
展
示
し
ま
す
。

会
期
1
0
月
1
日～
1
1
月
2
3
日
　

肓

曜
口
休
館
)

な
お
、
1
1月
4
日
出
は
日
本

画
家
・
上
村
淳
之
氏
に
よ
る
誚

演『
花
鳥
画
と
自
然
観
』、
H
月
5

日
即
に
は
鷹
匠

に
よ
る
タ
カ

岡
軟
の
実
演
が
あ
り
ま
す
。

く
わ
し
く
は
、
「
ゐ
だ
ち
広

報
」
1
0月
5
日
号
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

闘
館
時
間

午
前
9
時
～

午
後

5
時
{
入
館
は
4
時
3
0分
ま

で
}

入
館
料

▽
大
人
・
・・
崩
円

▽

小
・
中
学
生
・・
‘
衂
円

▽
団

体
{
2
0人
以
上
T

車
晒

※
呻
月
1
日
と
H
月
3
日
は
無

料
公
間
日
で

す
。

場
所
・
問
合
せ
先
郷
土
悼
物
　

館
口
a
9
3
9
3

展示晶より: 鳳匠檳輪
( 古 墳 時 代)

第
1
1
回

心
身
障
害
福
祉

セ
ン
タ
ー
運
動
会

障
客
を
乗
り
g
え
よ
う
と
訓

練
に
励
ん
で
い
る
通
所
生
の
運

助
会
で
す

。
皆
さ
ん
の
声
援
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す

。

ぜ
ひ
、
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

日
時
9

月
2
2日
颶

、
午
前
1
0

時
～
午
筏
2
時
3
0
分
{
雨
天
　

の
塰

は
9

月
2
9日
}

鳩
所

竹
の
塋
(
釁
公
園
(
心

身
障
害
福
祉
セ
ン
タ
ー
襄
)

問
合
せ
先

心
身
障
害
襌
阯
セ

ン
タ
ー

・
I
S
6
-
7
1

1
6㍉
映
写
機
操
作

再

講

習
会

操
作
技
術
の
向
上
を
め
ざ
す

方
。
復
習
を
し
た
い
方
、
気
曜

に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

日
時
9
月
3
0
日
臾
午
後
2
　

時～
7
時
の
間

場
所

中
央
本
町
セ
ン
タ
ー

対
象

拓
丿
映
耳
椣
練
作
爾
習

修
了
証
を
お
持
ち
の
方

内
容

新
旧
映
写
機
を
実
際
に

自
由
に
操
作
。
指
導
員
が
指

導
し
ま
す

受
講
方
法

眄
4

了
証
を
持

参
の
う
え
、
庫
接
会
楊
へ
。

受
講
時
間
は
自
由
で
す

問
合
せ
先

本
庁
舎
・
文
化
振

興
係
e

眼
1
1
1
1

㈹

青
年
セ
ン
タ
ー
の

催
し
あ
ん
な
い

シ
ネ

サ
ロ
ン

毎
月
第
3
水
曜
日
に
。
無
料

シ
ネ
サ
四
ン
を
開
催
し
ま
す
。

オ
イ
シ
イ
映
画
を
用
意
し

て
、
皆
さ
ん
の
お
い
で
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

9
月
の
シ
ネ
サ
ロ
ン

日
時
9

月
2
0日
啝
、
午
後
7

時
か
ら

題
名

『
ダ
イ

六

―
ド
』

ビ
デ
オ

コ
ン
サ
ー
卜

晒
題
の
コ
ン
サ
ー
ト
を
ピ
ッ

ク
ア
ッ
プ
し
て

、
無
料
上
映
会

を
行
い
ま
す
。
お
お
む
ね
毎
月

第
4
土
曜
日
(

第
5
に
変
更
の

鳩
合
あ
り
)
で
す
。

9
月
の
ビ
デ
オ
コ
ン
サ
ー
ト

日
時
9

月
3
0日
山

午
後
7
　

時
か
ら

題

名

プ
リ
ン
ス
『
バ

ー一
ッ

ク

ーツ
ア
ー
J

―
い
ず
れ
も
―

寓
員
8
0

人
(
当
日
光
暈
順
)

場
所
・
問
合
せ
先

青
年
セ
ン

ダ
ー
(
西
祈
#
1
-
4
j
1
7
)
　
　
　
　

昌
0
0
6
1

小
さ
な
動
物
た
ち
と

お
は
な
し
し
よ
う

ふ
れ
あ
い
動
物
園

さ
わ
や
か
な
秋
風
の
吹
く
公

園
で
、
ポ
ニ
ー
に
乗
っ
た
り
。

や
ぎ
や
ひ
よ
こ
、
モ
ル
モ
ッ
ト

な
ど
の
か
わ
い
い
助
物
と
仲
良

し
に
な
り
ま
せ
ん
か
。
ど
じ
ょ

う
す
く
い
も
あ
り
ま
す
。

日
蒔
9
月
2
4
日
叨
午
前
1
0
　

時
～
午
後
3
時
(
雨
天
の
鳩
　

合
は
1
0月
1

旦

場
所

谷
在
家
公
園
(
谷
在
家

2
1
1
3
I
I

、
西
新
井
駅
西

口
か
ら
バ
ス
麌
躋
都
市
農
業

公
園
行
き
ま
た
は
赤
羽
駅
東

口
行
き

谷
在
家
公
邸
町
下

車
)

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

公
園
管
理
係

壺
跏
5
2
6
1

保
健
・
衛
生

心
の
病
は
直
る
か

〝困
っ
て
い
る
家
族
の
た
め
に〟

現
代
社
会
の
な
か
で
、
心
の

病
を
持
つ
人
は
年
々
増
え
て
い

ま
す
。
そ
の
よ
う
な
人
た
ち
に

と
つ
て
衣
族
の
協
力
と
理
解
は

不
可
欠
な
も
の
で
す
。

薬
や
病
気
に
つ
い
て
お
悩
み

の
家
族
の
方
、
専
門
医
師
の
話

を
聞
い
て
、
適
切
な
対
応
の
仕

方
を
学
び
あ
い
ま
し
ょ
う
。

日

時
1
0
月
1
日
剛
、
午
後
I

時
3
0
分
～
3
時
3
0
分

齢
師

畜
内
胯
氏
(
東
京
大
学

附
属
病
院
愕
狎
神
経
科
)

定
員
3
0

人
{
先
着
胆
}

S
用

無
料

申
込
方
法

電
晒
予
約

櫑
所
・
申
込
・
問
合
せ
先

I

酋
鰤
4
1
7
1

区
民
の
集
い

「
私
ぼ
け
な
い
!

あ
な
た
は
?
』

ま
だ
ま
だ
若

い
と
思
っ
て
い

る
あ
な
た
。
物
忘
れ
が
ち
ょ
っ

と
気
に
な
る
な
ど
、
ふ
と
不
f
t

に
な
る
時
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

ぼ
け
予
防
は
。
今
日
か
ら
の

あ
な
た
の
手
に
か
か
っ
て
い
ま

す
。
ど
の
よ
う
な
こ
と
に
気
を

つ
け
た
ら
良
い
の
で
し
ょ
う

か

。

日

碍
9

月
2
9

日

、1
0

月
3
0

日

{
2

日
制
}

、午

後
1

時
3
0

分

～
4

時

碍

所

青

年
セ
ン

タ

ー

対
象
4
0

蔵
以
上

の
区

民

講
師

松

崎
俵

久
氏

箭

都
立

老

人

総
合

研

究

所

疫

学

鄙

長

、医

師
}

、
森
律
子

氏
i

・

衛

生

局

医

穆

課

、

歯

科

医

師
)

、

松
本

實
子

氏
{

社

命
橸

祉

専
門

学
校
講

師

、栄

養
士
}

定
異
5
0
人

旡
一

顧
)

費
用

無
料

申
込
方
法

電
晒
予
杓

申
込
・
問
合
せ
先

江
北
保
健

相
駁
所

四
瞋
4
0
0
4

千
住
保
健
所

工
事
に
伴
い
業
務
変
更
し
ま
す

千

佳
保

健
所

は
改

装
工

事

の

た
め

、
業

務
が

一
郎

弯
更

に

な

り
ま

す

エ
事

期
間

▽
9
月
1
2
日
～
3
0
日

▽
1
0
月
1
6
日
～
1
1
月
4
日
　

▽
1
1

月
1
7

日

ふ

背
2

日
　

こ

の
た

め

毎
週

水
曜

日

に

行
っ

て

い
る
一

般
健

康
診

断
の

う
ち

、9

月
2
7

日
1
1

月
l

・
2
9

日
の
分
は
中
止
と
な
り
ま
す
。

ま
た

、9
月
2
0
a
、1
0月
2
5

日
、1
1月
2
2日
に
行
う
一
般
健

康
診
断

の
結
果
は
、
翌
週
で
は

な
く
2
週
間
後
と
な
り
ま
す
。

診
断
書
が
必
要
な
方
は
、
余
裕

を
み
て
量
診
し
て
く
だ
さ
い
。

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
先

千
住
保
健
所

四
鵬
4
2
7
7

ス
ポ
ー
ツ

実
技
・
指
導
方
法
を
学
び
ま
す

健

康

体

操

講

習

会

ス
ト
レ
ッ
チ

エ
ア

ロ
ビ
ク

ス
、
リ
ズ
ム
体
操
な
ど
聚
中
心

と
し
た
、
だ
れ
に
で
も
手
軽
に

で
き
る
連
助
の
、
胃
枝
・
指
専

方
法
を
学
び
ま
し
ょ
う

日
時
1
0
月
7
・
1
4
・
2
1
・
2
8
　

日
午
後
1
時
～
3
時

塀
所

総
合
ス
ポ

ー
ツ
セ

ン

タ
ー
小
体
育
館

対
象
1
8

歳
以
上

の
区
内

在

住
・
奩

聊
者
で

、
指
導
者
を

め
ざ
す
方
お
よ
び
地
域
で
活

勳
し

て

い
る

方

定
員
7
0

人
{

抽
遇
}

賢
用

無

料

申
込

万
法

往

榎
(

ガ

キ
に
佳

所

、
氏

名

、

年
齢

、
電

話
番

号

、職

栗

、『
健

康
体

換
希

璽

』

と
明

配

申
込

期
限
9

月
2
8

日
必

奮

申
込

・
間

合
せ

先

本
庁

舎

・

体

育
振

興
係
(
I
h

千

佳

1
1
4
-
1
8

四

鯢
1
1
1
　
-

㈹
)

第
4
2回
区
民
体
育
大
会

□
〃フ
イ
フ
ル
射
撃

日
時
・
競
技
種
目
・
夢
加
資
格
・

費
用
▽
ビー
ム
ラ
イ
フ
ル
　

{
2
0
発
}
-
:
a
月
1
日
、
小
　

学
生
以
上
の
区
内
在
住
者
、

窈
円

▽
エ
ア
ー
ラ
イ
フ
ル

(
6
0発
)
:
'
1
0月
8
日
、
エ

ア
ー
ラ
イ
フ
ル
銃
を
所
持
す

る
区
内
在
住
奢
'
千
円

皿
時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
9
時
　～

午
後
5
時

場
所

総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー

申
込
方
法

費
用
を
添
え
て
各

大
会
当
日
、
廩
接
会
鳩
へ

問
合
せ
先

曹
沢
国
治

瑟
3
9
7
0

□
ア
ー
チ
ェ
リ
ー

日
時
1
0
月
1
日
午
前
1
0
蒔
　
～

午
優
2
時

場
所

ロ
ピ
ン
フ
ッ
ド
ア
ー

チ
ヱ
リ
ー
レ
ン
ジ

参

加
資

幡

区

内
在

住
・
在

勦
・
在
孥
舎

餓
技
種
目

タ
ー
ゲ
ッ
ト

斡
用

聊
円
(
当
日
支
払
い
)

申
込
方
法
(

ガ
キ
ま
た
は
I
　

話
申
込
期
限
9

月
3
0日
必
一

申
込
・
問
合
せ
先

高
橋
秀
之

(
〒
旧
鹿
浜
4
r
l
-
8
　

罵
4
9
1
2
)

□
剣
遭

日
時
1
0
月
2
9日

午
前
9
時

場
所

総
合
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー

参
加
資
格

高
校
生
以
上
の
区

内
在
住
・
在
勤
・
在
学
者
ま

た
は
連
盟
会
員

横
目

年
齢
別
個
人
ト
ー
ナ
メ
S

用

籾
円

申
込
方
法

賢
用
と
申
込
書

(住
所
、
氏
名

ま
年
月
日

、

職
業

、
硯
段
位

、
電
話
番
号

を
記
入
)
を
添
え
て
直
接

申
込
期
限
1
0
月
6

日
必
着

申
込
・
問
會
せ
先

金
子
成
克

(千
佳
5
F
M
a

朏

2
0
4
1
)

□
硬
式
庭
球

日

時
1
0
月
1
5・
2
2日

午
前

9
時
～
午
後
5
時
(
予
備
日

2
2
2
9日
)

場
所

北
千
佳
公
園
テ
ニ
ス
コ

ー
ト
ほ
か

参
加

資
格

区
内

在
住
・
在

助
・
在
学
者
{
大
宇
生
の
み
}

競
技
横
目

一
般
男
子

、女
子
、

壮
年
男
子
(
叩
癨
以
上
)
、
混

合
{
ミ
ッ
ク
ス
}
、
各
ダ
ブ
ル

ス
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

s
用
―
組
3
千
円
(
大
会
当
　

日
会
場
で
支
払
い
)

申
込
方
法

往
復
(
ガ
キ
に
住

所

、
氏
名

、
年
齢
、
職
業
、

性
別
、競
技
種
目
を
明
記

申
込
期
限
9
月
2
8
日
必
一

申
a
・
問
合
せ
先
浦
中
和
夫
　

(
〒
1
2
1
竹
の
塚
4
1
3
-
2
5
　

I
助
・
l
胴
5
5
3
6
)
s

軟
式
庭
球

日
時
1
0
月
1
日

、
午
前
9
時

か
ら
(
予
備
日
2
2旦

鳩
所

総
合
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
ほ
か

事
加
賢
格

区
内
在
住
・
在
助

者
ま
た
は
濤
盟
会
員

競
技
種
目

男
子

二

般
、
成

年

、
壮
年
)
、
女
子
二

般

、

家
履
婦
人
}
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

費
用
I

チ
ー
ム
千
円

申
込
方
法
w
用
を
添
え
郵
送

申
込
期
限
9
月
2
0
日
必
一

申
込
・
問
合
せ
先
鹿
角
正
昭
　

♀
跏
千
住
柳
町
2
8
-
2
　

魯
s
3
7
0
6
)

□
弓
道

日
時
9

月
2
4日

、
午
加
9
時

3
0分

櫑
所

総
合

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー

参
加
資
格
区
内
在
住
者
ま
た
　

は
連
`
翌
'
員

靦
枝
柵
目

団
体
峨

個
人
戦

参
加
費

無
料

申
込
万
法
I

話

申
込
期
限
9

月
割
日

申
込
・
聞
合
せ
先

名
倉
靖
　

四
嵋
1
7
0
4

生
活
環
境

あ
な
た
の
ビ
ル
の

飲
み
水
は
大
丈
夫
?

年
に
一
度
は
給
水
タ
ン
ク
の
清
掃
を

圀
件
。
こ
れ
は
昨
年
4
月
か

ら
1
年
間
の
、
都
内
で
発
生
し

た
給
水
タ
ン
ク
盍

可
}

駸

の

水
質
汚
染
事
故
の
発
朱
件
歓
で

す
。
タ
ン
ク
の
フ
タ
が
開
い
て

い
た
た
め
の
異
初
漉
入
、
タ
ン

ク
内
の
藻
の
発
生
な
ど
、
事
故

原
因
の
7
割
が
日
常
の
!
}
晉

理
の
不
備
に
よ
る
も
の
で
す
。

一
般
に
、
3
階
以
上
の
マ
ン

シ
ョ
ン
、
ア
パ
ー
ト
、
事
務
所

な
ど
の
螻
初
は
、
水
灌
水
を
一

瘋

給
水
タ
ン
ク
に
貯
え
て
か

ら
便
用
し
ま
す
。
螻
初
の
所
有

者
は
、
安
全
で

き
れ
い
な
水
が

便
用
で
き
る
よ
う
衛
ま
的
に
管

理
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

▽
給
水
タ
ン
ク
は
、
1
年
に
1
　

回
は
清
掃
し
て
く
だ
さ
い

▽
給
水
タ
ン
ク
の
上
部
に
は
、

薬
品
や
油
な
ど
を
筐
か
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

▽
給
水
タ
ン
ク
の
フ
タ
に
は
、

汚
れ
の
侵
入
や
い
た
ず
ら
を

防
止
す
る
た
め
、
カ
ギ
を
つ

け
て
く
だ
さ
い

▽
定
期
的
に
娘
水
タ
ン
ク
の
内

部
を
見
て
、
汚
れ
や
サ
ピ
、

藻
が
発
生
し
て
い
な
い
か
、

チ
ェ
ッ
ク
す
る
習
慣
を
つ
け

ま
し
ょ
う

な
お
。
保
哨
所
で
は
、
相
談

な
ど
に
応
じ
て
現
崎
点
検
を
行

っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
衛
生
管

理
の
仕
方
な
ど
、
わ
か
ら
な
い

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

足
立
保
哨
所
琿
境

衛

生
担
当
{
'
‘
S
4
1
5
　
1
}

、千
佳
保
健
所
環
境
衛
生

担
当
(
酋
8
8
8
4
2
7
7
)

お
知
ら
せ

1
0月
1
日

商
業
統
計
調
査
を

実
施
し
ま
す

(
一
般
飲
食
店
)

全
国
の
一
般
黻
食
店
(
バ
ー

・
酒
鳩
を
除
く
)
の
分
布
状
況

や
掣
死
活
勳
な
ど
の
実
態
を
明

ら
か
に
す
る
た
め
に
行
わ
れ
る

調
重
で
す
。
商
巣
施
策
を
は
じ

め
と
す
る
各
横
行
政
資
料
と
な

り

、
商
業
の
発
展
の
た
め
に
広

い
分
野
で
役
立
て
ら
れ
ま
す

。

9
月
下
旬
か
ら
1
0月
上
旬
に

か
け
て
調
査
員
が
調
査
票
の
配

布
・
回
収
に
お
伺
い
し
ま
す
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

統
計
係

昌
5
0
3
3

区
議
会

第
3
回
定
例
会

本
会
議
は

、
ど
な
た
で
も
傍

聴
で
き
ま
す

。

本
会
」
開
催
日
程

▽
9
月
2
1
日
、午
後
1
時
～
　

▽
9
月
2
2
日
、午
前
1
0
時
～
　

▽
9
月
2
9
日
、午
後
1
時
～
　

▽
1
0
月
2
4
日
、午
後
1
時
～

聞
合
せ
先

本
斤
舍
・
区
搬
会

事
鵬
局
a

鯢
1
1
1
1

㈹

募

集

第
1
2期

成
人
セ
ミ
ナ
ー

芭
蕉
と

ー
茶

「
わ
び
」・
『
さ
び
』
と
い
う

美
的
理
念
を
持
つ
i

蕉
‘
と
、

生
活
に
根
ざ
し
た
人
間
味
あ
ふ

れ
る
俳
風
の
ご

芦

。
こ
の
対

象
的
な
2
人

の
魅
力
を
探
り
ま

す
。

日
孥

内
魯

左
喪
の
と
お
り
。

講
座
で
は
、
グ
ル
ー
プ
づ
く

り
も
行
い
ま
す

鳩
所

青
年
セ
ン
タ
ー

対
象

区
内
在
住
・
存
鮖

で
。

全
回
出
席
で
き
る
方

定
員
5
0
人
(

抽
遇
)

費
用

無
料
(
教
材
費
等
は
実

W
艮
廻
)

申
込
方
法

往
復
(
ガ
キ
に
住

呎

氏
名
、
年
齢

、
職
業

、

電
話
番
气
『
成
人
セ
ミ
ナ

。

受
睥
希
望
』
と
明
配

申
込
期
限
9

月
2
2日
消
印
有

効
申
込
・
問
合
せ
先

本
庁
舍
・

文
化
振
興
係
【
〒
Ⅲ
千
佳
1
　
-
4
-
1
8

・
l
鯲
1
1
1
1
　

㈹
】

成人セミナー「芭蕉と一茶」日程表

時間はいずれも千砒石萼3心分～8530分

区
民
大
学
公
開
講
座

テ
ー
マ
:
教
育
と
は
何
か～
そ
の
可
能
性
を
求
め
て

校
内
毎
力
、
非
行
。
中
途
退

宇
ら
一
加
ヽ
・
'
。
今
、
教
育
は
さ

ま
ざ
ま
な
問
題
を
抱
え
て
い
ま

す
。
今
回
は
、
非
行
少
年
の
教

育
に
あ
ふ
れ
る
愛
情
と
男
力
に

よ
っ
て
大
き
な
成
果
を
あ
げ
た

高
等
学
校
校
長
を
迎
え
て
、
『
教

育
と
は
何
か
』
を
考
え
ま
す
。

日
時
1
0
月
9
日
剛
、
午
後
6
　

時
3
0
分～
8
時
3
0
分

鳩
所

竹

の

塚
セ
ン

タ

ー

対
象

区

内

在
住

・
在

勤
・
在

字

の

方

講
師

若
林
緊
太
氏
(

豊
川
高

校
佼
長

元
篠
ノ
井
旭
高
校

校
長
)

定
員

詞
人
(

抽
遇
)

費
用

無
料

申
込
方
法

往
復
(
ガ
キ
に
住

所
、
氏
名

年
齢

職
業
、

I
話
番
气

『
公
開
爾
座
希

望
』
と
明
記

中
込
期
限
9

月
3
0日
必
一

申
込
・
問
合
せ
先

本
庁
舍
・

文
化
振
興
係
(
〒
圃
千
佳
-
　
1
4
-
1
8

四
曜
1
1
1
1

㈹

梅
島
生
活
実
習
所

陶
芸
ク
ラ
ブ

障
害
を
梓
つ
人
た
ち
と
一
緒

に
、
陶
芸
を
楽
し
ん
で
み
ま
せ

ん
か
。

日
時
秡
a
日
～
1
2
月
2
1
日
　

の
毎
週
木
曜
日
{
全
1
0回
}

対
象

陶
t
尽

初
心
者
で
、
障

害
を
枠
つ
人
と
と
も
に
陶
t
'
　

活
助
を
行
う
こ
と
に
興
味
、

関
心
の
あ
る
方

定
員
6

人
{
抽
遇
}

費
用

無
料

申
込
方
法

往
復
『
ガ
キ
に
住

所
、
氏
名
、
年
齢
i

蔓
ク

ラ
プ
番
加
希
望
』
と
明
記

中
込
瑚
間
9

月
2
5日
消
印
有

効
場
所
・
申
込
・
問
合
せ
先

他
鳥
生
活
実
習
所
(
〒
1
2
1梅

鳥
3
1
3
1
-
1
9

四
附
1
3
　
7
9
) 発

見
!
!
わ
た
し
の
ま
ち

写
真
コ
ン
ク
ー
ル

1
1月
2
3

日
開

俄
干

定
の

『
第
2

回

ま

ち
づ

く

り

フ

ォ

ー

ラ

ム

』で

は
、
「

発
見
'

・
わ

た
し

の

ま

ち
」
写

真

コ
ン

ク
ー

ル
を
行

い

ま
す

。

日
ご

ろ

、

皆
さ
ん

が

心
に

感

じ

て

い
る
「
ほ

っ
と

す
る

夲
蘭

」

『
活
力

あ
る

ま
ち

な
み

』
な
ど

、

区

内
の

身
近

な
風

景
の

写

真
を

募

集
し

ま
す

。
入

賞
作

品
は

、

『
ま

ち
づ

く
り
フ

ォ

ー

ラ

ム
』

会

場

に
展
示

し

ま
す
。

応

募

賢

格

区

内

在

住

・
在

動

・
在

学
の
方

応

募

方
法

▽
練

影

年
月
日

は

問

い
ま

せ
ん

▽

未
発

表
の

も

の

▽
カ

ラ
ー

プ
リ

ン
ト

。(キ
ャ

ビ
ネ

～
四

ツ
切
)

で

ふ

ち
な

し

▽
応

募
点

数
に

制

限
は

あ
り

ま
せ

ん
が

、
入

賞

は
1

人
1

点

と
し

ま

す

▽
住
所

。
氏

名

、

撮
彫

鳩
所

を
明
肥

し

、

郵
送

ま

た
は
I

接
持
参

崇
入
賞
作
品
は
ネ
ガ
を
提
出
し

て
い
た
だ
き
ま
す

。

賞
▽
優
秀
貫
=
・
―
点
▽
入
　

選
…
i
点
▽
佳
作
・
・
・
1
0
点

一
入
貧
者
に
は
賞
状
・
賞
品
を
、

応
耳
豢
令
真
に
肥
`
矗
を
差
し

あ
げ
ま
す
。

応
幕
期
限

廸
月
2
5日
必
一

応
募
・
問
合
せ
先

本
庁
舎
・

ま
ち
づ
く
り
踝
推
進
係
{
四

鯲
-
1
1
1

㈹
}
ま
た
は
軸

足
立
区
ま
ち
づ
く
り
公
社

(
a
Ⅲ
3
6
1
3
)

へ
ご

あ

て
先
は
い
ず
れ
も
甲
磚
千
住

―
-
4
-
1
8
)

就
業
希
望
の
方
へ
…

職
業
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

経
理
事
務
講
習
会

日
恥
1
0
月
1
1
日
～
2
6
日
　

王
・
日
曜
日
を
除
く
1
2
日
　

間
)
、
午
後
1
時
～
4
時

対
象

区
内
在
住
の
初
心
者

定
員
3
0
人
(
抽
選
)

賢
用

象
料
{
教
材
費
実
斉
負

担
千
洳
円
極
度
>

申
込
方
法

往
榎
(

ガ
キ
に
伎

所
、
氏
名
{
ふ
り
が
な
}
、
年

畊

電
話
番
号
、「
経
珊
事
務

希
望
」
と
明
記

申
込
期
限
9

月
2
2日
消
印
有

効工
業
用
ミ
シ
ン

縫
製
技
能
講
習
会

日

吟
1
0

月
3

日
～
2
4
日

(
土
・
日
・
祝
日

を
除
く
1
5

日
!

、午
前
a
7

午
後
3
　

蒔
対
傘

区
内
在
住
の
初
心
者

内
容

基
礎
縫
い
か
ら
プ
ラ
ウ

ス
な
ど
の
製
作

定
員
1
6
人
(
先
看
一

費
用

無
料
{
教
材
I
実
費
負

担
2
千
円
程
度
}

申
込
方
法

住
所
を
暉
認
で
き

る
も
の
i

康
保
陝
証
等
}
　

を
持
参
し
て

直
筆
窓
口
へ

受
付
開
始
9

月
2
2日
颱
、
午

恥
9

時
か
ら

―
い
ず
れ
も
―

4
所
・
申
込
・
問
合
せ
先

職
巣
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
　

'〒
S
綾
瀬
1
-
3
4
-
7
-
　

喞
綾
瀬
ア
ル
ミ
エ
内
S

辧

3
5
8
4
)

東
部
区

民

福
祉
セ
ン
タ
ー

日
時
1
0
月
～
3
月
の
第
1
・
　

第
3
木
皿
日
午
前
9
時
　
～

正
午

筌
1
2
回
)

対
象

区
内
在
住
・
在
助
の
初

心
の
女
性

内
胄

茶
席
の
作
法

簔

千
尿

不
自
況
)

定
a
3
0

人
{
抽
選
}

費
用
2

千
円
{
教
材
!

申
込
方
法

往
復
(
ガ
キ
に
住

所
、
氏
名
(
ふ
り
が
包

、
年

齢
、電
話
番
号
、「
茶
遭
教
童

希
望
」
と
明
記

茶
道
教
室

申
込
瑚
限
9

月
2
1日
消
印
有

効
4
所
・
申
込
・
問
合
せ
先

東
部
区
民
福
祉
セ
ン
ター
　

{
〒
粱
謚
1
F
5
-
1
7
　

昌
7
1
0

ふ

相

談

い
じ
め
と
非
行
の
特
別
相
談

敵
育
セ
ン
タ
ー
で
は
、
9
月
2
9

日
ま
で
、
い
じ
め
と
非
行
の

特
別
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、登
校
を
嫌
が
る
、

落
ち
一
き
が
な
い
、
言
葉
が
迎

い
な
ど
、
お
子
さ
ん
に
つ
い
て

の
悩
み
に
専
門
の
カ
ウ
ン
セ
ラ

ー
や
相
騁
員
が
解
決
に
あ
た
っ

て
い
ま
す

。
相
陝
内
容
の
秘
密

は
守
り
ま
す
。

□
面
接
相
談

賢
付
日
時
祝
日
・
第
2
第
4
　

土
曜
日
を
除
く
毎
週
月
よ
　

曜
日
、午
前
9
時
～
午
後
5
　

時
(
土
曜
日
は
正
午
ま
で
)

申
込
方
法

電
晒
予
杓

鳩
所
・
申
込
・
9
合
せ
先

▽
教
育
セ
ン
タ
ー
軟
膏
相
談

室
・
・
き
脚
9
5
3
1

▽
教
育
セ
ン
タ
ー
教
膏
相
談
　

纃
瀬
盆

・・・
昌
3
5
8
8

□
一

話
相
岐

受
付
時
間

祝
日
を
除
く
毎
週

月
り
金
曜
日
、午
前
9
時
～

午
後
4
時
3
0分

相
耿
I
話
壼
哨
?
8
6
7
　

(
(
{
ヨ
ナ
ヤ
ム
ナ
}

ね
ん
き
ん
出
張
相
談

今
月
は
花
畑
区
民
事
務
所

年
金
の
こ
と
な
ら
な
ん
で
も

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

足
立
社
会
保
険
事
務
所
の
年

兪
耳
門
官
と
一
緒
に
、
ど
ん
な

こ
と
で
も
お
答
え
し
ま
す
。

日
時
9

月
1
8・
1
9日

、
午
前

9
時
～
午
後
4
時

檮
所

花
畑
区
民
事
務
所

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
曾
・

国
艮
年
兪
課
推
進
係

S
跏
5
1
5
1

みんなの健康 足 立 保 健 所 　855- 4151
千住
保健
所　888- 4277江北保健相談所　896- 4004東和保健相談所　606- 4171中央本町保健所　880- 5351

あ
い
ネ
ッ
ト
2
1

一口
メ

ッ
セ

ー
ジ

暮
ら
し
の
情
報
源

に
利
用
し
た
い

ニ
ュ
ー
メ
デ
ィ
ア
と
呼
ば

れ
て
い
る
も
の
に
は
全
く
知

戳
が
無
か
っ
た
の
で
、
飴
傴

す
る
い
い
チ
ャ
ン
ス
と
思
い

モ
ー一
タ
ー
に
な
り
ま
し
た
。

我
が
家
に
は
子
供
が
3
人

い
ま
す
の
で
、
学
校
行
事
な

ど
の
冊
報
が
あ
る
と
助
か
る

の
で
す
が
。
不
用
品
交
換
会

や
商
店
街
の
売
り
出
し
、
各

セ
ン
タ
ー
や
ス
ポ
ー
ツ
施
股

の
催
し
や
教
室
・
瞑
座
、
保

健
所
の
検
診
な
ど
も
、
思
い

立
っ
た
・
り
す
ぐ
。
知
り
た
い

情
報
で
す
よ
ね
。

子
供
た
ち
も
手
が
離
れ
て

き
た
の
で

、
外
に
出
掛
け
る

雙
7

増
え
そ
う
で
す

。
そ

の
時
の
、
身
近
で
役
立
つ
情

報
源
に
な
り
そ
う
で

、
朋
待

し
て
い
ま
す
。

(
中
川
)
丁
目
在
住

形
山
よ
し
子
さ
ん
・
柘
歳
)

【
広
報
課
か
ら
】

1
0月
2

日
ス
タ
ー
ト

の

「
あ
い
ネ
ッ
ト
2
1
」
に
は
。

譲
り
ま
す
、
實
い
ま
す
、
交

換
し
ま
す
の
リ
サ
イ
ク
ル
情

報
が
バ
ッ
チ
リ
。
カ
ル
チ
ャ

ー
。
ス
ポ
ー
ツ
。
イ
ベ
ン
ト

情
報
な
ど
も
し
う
か
り
画
面

で
見
ら
れ
ま
す
。
敷
急
指
定

医
療
機
関
や
簡
単
な
応
急
手

当
も
表
示
。}
一
ユ
ー
ス

、
天

気
予
報

、
各
檎
相
談
家
内
な

ど

、
事
ら
し
に
役
立
つ
情
報

が
満
載
で
す

。
ど
う
ぞ

。
ご

期
待
く
だ
さ
い
。

掲
示
板

□
深
夜
パ
ス
を
運
晩
中
で
す

運
行
日
時
月
y
金
曜
日
(
祝
　

日
、1
2
月
3
0
日
～
1
月
3
日
　

を
除

く
)

区
間
綾
瀬
駅
～
神
明
町
経
由
　
～

八

潮
車

庫
・
・・綾

瀬

駅
昶

午

後
u

時
1
8

分
・
1
1

時
4
0

分

運

賢

神
明
町

ま
で

大
人

功
円

呈

期

券

を

お

持

ち

の
方

は

、

大
人

囿
円
を

お
支

払

い

く
だ

さ
い
)

問
合

せ

先

東

武
眼

道
広

報
セ

ン

タ

ー
g
5
0
6
1

□
家

出
人

相
談

所
を

闘
般

夏

休
み

後
の
9

月

は

、

家
出

を
す

る
少

年
少

女
が

増
加

す
る

時
期

で
す

。
警

硯
庁

で
は
9

月

中

、
各

母

察
篳

少
年

係
に

家
出

人

相

啖

所

を

開

設
し

て

い
ま

す

。
秘

富
は

固

く
守

り
ま

す

。

千

住
肇

聚
馨

・
l
詞
0
1
-
0

西

新
井

警

察
I
a

貎
0
1
1
0

綾

瀬
番

桑
I
a

磚
0
1
1
0

□
9

月
2
0

日

～
2
6

日
は

動

物
愛

護
週

間

最
4

犬
や
猫
な
ど
ペ
ッ
ト

を
め
ぐ
る
ト
ラ
ブ
ル
が
堆
え
て

い
ま
す

。
ペ
ッ
ト
を
祠
う
以
上

は
そ
の
習
性
や
生
理
を
よ
く
理

解
し
て

、
他
人
に
迷
惑
を
か
け

な
い
よ
う
責
任
を
持
っ
て
鰐
っ

て
く
だ
さ
い
。

な
お
。助
物
愛
護
四
間
に
ち

な
ん
で
中
央
行
事
を
行
い
ま

す
。気
軽
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

日
時
9
月
2
3
・
2
4
日
、午
前
　

1
1
畤
～
午
後
4
時
3
0
分

会
堤

代
々
木
公
圃
B

地
区

(
N
H
K
ホ
ー
ル
横
)

内

容

動
物
愛
護

セ
レ
モ

ー一

I
、
動
物
ふ
れ
あ
い
広
場
、

こ
ど
も
広
煢

ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
、
コ
ン
テ
ス
ト
、
動
初

な
ん
で
も
相
談
な
ど

問
合
せ
先

都
・
衛
生
局
獣
医

衛
ま
課
動
初
I
塚
係

魯
坩
5
1
1
!
内
縁
2
8

□
有
機
再
剤
作
業
主
任
考
講
甘
　
　
　

-
同
和
対
簾
事
業
!

日
碍
1
0
月
5
・
6
日
(
午
後
　

6
時
～
9
時
3
f
c
)
'
S
0
月
8
　

日
(
午
前
9
時
～
午
後
5
時
　

5
0分
)

の
3
日
制

定
a
4
0

人
(
先
一
順
)

賢
用

無
料

申
込
同
恥
9

月
1
8・
1
9日
、

午
肋
9
時
～
午
後
7
時

申
込
方
泣

潭
學
窓
口

申
込
・
問
合
せ
先

都
立
足
立

高
耳
職
粟
技
術
専
門
零

柬

分
校
(
東
京
都
意
業
労
働
会

館
内
)
四
Ⅲ
2
9
6
1

□
東
京
大
学
公
闘
講
塵

日
恥
9
月
3
0
日
～
1
0
月
2
8
日
　

の
毎
週
土
嗜
日

午
後
1
時

悲
T
5

時
(
全
5
回
)
4

所

東
京
大
学
法
孝
命
内

対
象

成
人
一
般
・
大
学
生

内
容

『土

』
を
テ
ー
マ
に
文

化

、
土
煢

政
策

、
税
剛
な

ど
い
ろ
い
ろ
な
角
度
か
ら
考

え
ま
す

茣

哭
{

先
*
5
}

賢
用
4

千
円
{
5
回
分
}
、I
　

回
の
み
は
千
円

申
込
方
法
聊
円
切
手
と
返
信
　

用
封
筒
{
角
3
サ
イ
ズ
}
を
　

同
封
の
う
え
、申
込
s
旁
I
　

求
し
て
く
だ
さ
い

申
込
・
問
合
せ
先

抛
覃
京
大

学
綜
合
研
究
会
(
〒
1
1
3文
京

区
本
郷
7
F
3
1
1

東
京

大
学
事
務
局
内
a

Ⅲ
8
3

4
5
}

□
土
地
の
有
効
活
用
を
I
特
別

賢
貸
住
宅
制
度
(
シ
ル
バ
ー

コ
ー
ポ
レ
イ
シ
ョ
ン
)

お
と
し
よ
り
や
心
身
障
害
者

が
環
瓦
住
ん
で
い
る
住
毛
の
敷

地
を
活
用
し
て
賃
貸
住
宅
を
建

設
す
る
I
R

趣
馭
肝
面
か
ら

資
痍
I

理
ま
で
の
一
切
を
お

手
伝
い
し
ま
す

。

対
一
6
0

鑽
以
上
の
方
ま
た
は

心
身
障
害
者
で
、
一
定
規
模

以
上
の
土
地
(
所
有
権
ま
た

は
倍
地
柵
)
を
お
持
ち
の
方

く
わ
し
く
は

、
東
京
都
住
毛

供
給
公
社
事
業
部
民
間
縫
湧
住

宅
課
(
魯
朷
2
2
6

へ

。

□
被
災
さ
れ
た
と
き
は
都
税
が

減
免
さ
れ
ま
す

台
風
や
集
巾
歯
同
等
で
床
上

浸
水
な
ど
の
娘
w
を
受
け
た
場

貪

都
税
の
贓
免
と
納
税
萋
予

の
取
扱
い
を
し
て
い
ま
す
。
濃

免
の
対
象
は

、固
定
資
産
税
{
2
3

区
内
}
と
偏
人
事
業
税
等
で
す
。

く
わ
し
く
は
、
都
税
事
務
所

相
談
コ
ー
ナ
ー
(
a
8
8
2
2
1
1
1
)

へ

。
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きょうも元気に歩け歩け
中川東部長楽会

毎
朝
、
中
川
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ

ー
ド
往
復
2
♂
あ
ま
り
を
歩
い
て

健
康
づ
く
り
を
し
て
い
る
の
は
、

中
川
東
部
長
楽
会
の
皆
さ
ん
で

す
。
歩
く
つ
い
で
に
清
掃
も
と
、

メ
ン
バ
ー
の
加
賀
野
井
正
次
さ
ん

元

歳
)
は
、
毎
日
ビ
ニ
ー
ル
袋

を
手
に
先
頭
に
立
っ
て
土
手
の
ゴ

ミ
拾
い
。
釣
り
人
の
残
す
弁
当
ガ

ラ
な
ど
ゴ
ミ
の
一

の
多
い
月
曜
日

は
、
班
体
制
を
と
っ
て
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

「
年
を
取
る
と
、
外
に
出
る
の

が
お
っ
く
う
に
な
り
が
ち
。
仲
間

が
い
れ
ば
こ
そ
。
散
歩
も
清
掃
も

長
続
き
し
ま
す
」
と
ク
ラ
ブ
の
効

用
を
語
る
の
は
小
又
倉
次
郎
さ
ん

(
7
5歳
)
。一
円
玉
募
金
、
ぞ
う
き

ん
寄
付
、
寝
た
き
り
の
方
へ
の
慰

問
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
通

じ
て
地
域
と
か
か
わ
っ
て
い
ま

す
。
仲
間
や
生
き
が
い
を
求
め
て

い
る
あ
な
た
、
ぜ
ひ
一
度
、
参
加

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

(
老
人
ク
ラ
ブ
入
会
希
望
の
方
は

本
号
―
面
を
ご
覧
く
だ
さ
い
) 早朝のすがすがしい空気を吸って、1

日が始まります

先
生
、古
代
を
掘
る

伊
興
遺
跡

現
在
。
本
格
的
な
発
掘
調
査
が

行
わ
れ
て
い
る
東
伊
興
町
の
「
伊

興
遺
跡
」
で
8
月
2
3日
か
ら
4
日

間
に
わ
た
り
小
・
中
学
校
の
先
生

延
3
6
人
が
発
掘
体
験
を
し
ま
し

た
。こ

れ
は
、
先
生
方
に
遺
跡
発
掘

を
じ
か
に
体
験
し
て
も
ら
い
、
児

童
・
生
徒
の
指
導
に
役
立
て
て
も

ら
お
う
と
区
教
育
委
員
会
が
主
催

し
た
も
の
。

花
畑
第
一
小
の
水
上
一
子
先
生

は
「
発
掘
作
業
は
今
回
が
初
め
て
、

土
は
硬
い
し
、
根
気
の
い
る
仕
事

で
す
ね
。
で
も
貴
重
な
も
の
が
出

て
き
そ
う
で
楽
し
み
で
す
」
と
古

代
ロ
マ
ン
探
究
に
汗
を
流
し
て
い

ま
し
た
。

「
伊
興
遺
跡
」
は
、
勾
玉
や
剣

形
品
、
土
製
の
玉
な
ど
祭
事
に
使

用
し
た
遺
物
が
多一
に
出
土
す
る

こ
と
で
知
ら
れ
る
、
都
内
屈
指
の

古
墳
時
代
集
落
。
平
成
3
年
度
に

は
「
遺
跡
公
園
」
の
建
設
も
始
ま

り
ま
す
。

大
発
見
を
求
め
て
?
根
気
と
汗
の
発
掘
体
験

地
元
の
手
で
ソ
ー
ラ
ー
時
計

神
明
水
の
森
公
園

風
車
で
お
な
じ
み
の
神
明
水
の

森
公
園
(
神
明
三
丁
目
)
に
、
地

元
の
方
々
の
手
に
よ
る
ソ
ー
ラ
ー

時
計
が
般
置
さ
れ
ま
し
た
。

区
内
で
初
め
て
地
区
計
画
に
よ

る
ま
ち
づ
く
り
を
行
っ
た
「
神
明

三
丁
目
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
る

会

」(
金
杉
善
二
会
長
)
が
、
地
区

計
画
で
生
み
出
さ
れ
た
こ
の
公
園

に
記
念
と
な
る
シ
ン
ボ
ル
を
と
、

ま
ち
づ
く
り
ト
ラ
ス
ト
の
応
援
を

受
け
て
利
用
者
に
も
役
立
つ
時
計

に
決
め
た
も
の
。
正
午
と
午
後
6

時
に
メ
ロ
テ
ィ
ー
が
流
れ
、
公
園

で
遊
ぶ
子
供
や
お
毋
さ
ん
た
ち
に

喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

町会をあげての

大防災訓練
前保木間親睦町会

地
震
だ
!
火
事
だ
り
あ
わ
て
ず

落
ち
つ
い
て
火
を
消
す
に
は
、
実

際
に
三
角
バ
ケ
ツ
や
消
火
器
を
使

っ
て
み
る
の
が
一
番
-

と
、
9
月
3

日
、
前
保
木
間
親
睦
町
会
が
元

溯
江
公
園
で
防
災
訓
練
を
行
い
ま

し
た
。

応
急
手
当
や
救
護
の
仕
方
、
情

報
伝
達
、
炊
き
出
し
な
ど
臨
場
感

あ
ふ
れ
る
馴
練
に
杪
卞人
の
参
加

者
の
表
情
は
裏
剣
で
し
た
。

け
な
が
わ
カ
ッ
パ
村

ダ
ン
ボ
ー
ル
の
家
で
キ
ャ
ン
プ

夏
休
み
も
終
り
に
近
い
8
月
2
6

日
、
東
伊
興
児
童
館
で
「
け
な
が

わ
カ
ッ
パ
村
」
と
題
し
て
、
1
泊
2

日
の
キ
ャ
ン
プ
が
行
わ
れ
ま
し

た
。こ

れ
は
、竹
細
工
の
食
器
作
り

や
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
の
家
づ
く
り
を

通
し
て
、
道
具
を
使
う
楽
し
さ
、

友
違
づ
く
り
、
協
力
し
て
遊
ぶ
楽

し
さ
を
体
験
し
て
も
ら
お
う
と
、

地
元
の
父
母
の
会
と
東
伊
具
児
童

館
が
計
画
。東
伊
具
小
学
校
の
児

童
を
中
心
に
幼
児
、
父
母
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
な
ど
約
川
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

メ
イ
ン
は
、泊
ま
る
た
め
に
作

つ
た
手
づ
く
り
『「
ダ
ン
ボ
ー
ル
「

ウ
ス
」。テ
ン
ト
風
や
ペ
ン
シ
ョ
ン

風
な
ど
迴
尸
を
完
成
。
夕
食
も
手

づ
く
り
の
お
皿
に
カ
レ
ー
ラ
イ

ス
。
ダ
ン
ボ
ー
ル
の
家
で
一
夜
を

過
ご
し
た
子
供
た
ち

。
ど
ん
な

「
夢
」
を
み
た
の
で
し
ょ
う
か
。

「ここにカーテンをつけようヨ」
夏の 思い 出、手 づ くりハ ウ ス

甲
子
園
で
全
国
制
覇

吉
岡
雄
二
君
(
帝京

)

が
大
活
躍

8
月
2
2日
の
全
国
高
校
野
球
優

勝
決
定
峨
。息
づ
ま
る
熱
戦
の
す

え
、
み
ご
と
優
勝
を
か
ち
取
っ
た

帝
京
の
ピ
ッ
チ
ャ
ー
・
吉
岡
雄
二

君
は
、
保
木
間
四
丁
目
在
住
で
、

溯
江
第
一
小
・
篳
十
四
中
か
ら
帝

京
に
進
ん
だ
足
立
つ
子
。こ
の
日
、

甲
子
園
は
興
奮
の
る
つ
ぼ
。
負
け

ず
劣
ら
ず
の
「
吉
岡
コ
ー
ル
」
で

区
内
も
沸
き
返
り
ま
し
た
。

工
事
情
報

◎
道
路

緑
道
整
備
(
南
花
畑
三
丁
目
3
6

作
～
四
丁
目
7

、～
2
年
3
月
)
。ヽ

い
歩
道
拡
幅
(
大
谷
田
五
丁
目
3
3

～

佐
野
二
丁
徊
2
、
～
2
年
3
J

月
)
ぶ

道
靨
(

中
川
苧

目

い
6

～
五
丁

目
2

、
～
2
年
3

・

貝

堀
艝
遭
路
復
旧
(
北
加
平

町
矼

戸

仏
S
)

土

凰

工

事
情
報

◎
道
路

毛
長
川
遊
歩
道
(
武
蔵
野
の
路
)

整
備
(
東
伊
興
町
4
0～
4
4～
2

雉
3

月
)
、
側
湃
基
礎
補
強
(
栗

原
三
丁
目
2
5～
四
丁
目
1

、

～
1
0月
)

◎
公
園

竹
の
塚
第
七
公
園
改
良
(
竹
の

塚
一
丁
目
3
1
、～
1
1
月
)
、
竹
の

塚
第
九
公
園
改
良
(
竹
の
塚
二

丁
目
4

、
～
1
2月
)
、
上
沼
田
東

公
園
改
良
(
江
北
六
丁
目
1
0
、H
E
F
)

ボランティア活動してみませんか
西綾瀬ボランティアホーム

区
立
弘
道
小
学
掵
箭
に
あ
る
西

綾
瀬
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ホ
ー
ム
。

日
々
大
勢
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

方
々
が
活
動
し
て
い
ま
す
。
お
と

し
よ
り
や
障
害
を
持
っ
た
方
へ
の

話
し
相
手
、
身
の
回
り
の
世
話
を

は
じ
め
、
街
の
美
化
、
滑
掃
、
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
指
導
な
ど
活

動
も
さ
ま
ざ
ま
。

現
在
は
、
2
1団
体
、
個
人
8
6人

の
方
が
登
録
さ
れ
て
い
ま
す

。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ホ
ー
ム
は
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
登
録
、
要
請
の
受
け

付
け
、
情
報
・
器
材
・
場
の
提
供
、

相
談
な
ど
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
助

の
支
援
を
し
て
い
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
関
心
の
あ
る

方
は
、
ぜ
ひ
一
廩
行
つ
て
み
て
は

い
か
が
で
す
か
。

西
綾
瀬
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ホ
ー
ム
(

西
綾
瀬
4
-
5
-
6

　
8
8
0
8
5
1
0
)

ボランティアの皆さんで活気あふれるホーム

地元の方の「ふれあいギャラリー」
足立中居郵便局

足
立
中
居
郵
便
局
で
は
、
地
域

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
場
と
し
て

「
ふ
れ
あ
い
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」
を
無

料
解
放
し
て
い
ま
す
。

ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
入
っ
て
の
第
一

印
象
は
、
室
内
が
と
て
も
明
る
い

こ
と
。
道
路
に
面
し
た
側
は
、
ほ

ぼ
全
面
が
マ
ジ
ッ
ク
ミ
ラ
ー
で
、

外
光
を
よ
く
取
り
入
れ
て
い
ま
し

た
。「

ふ
れ
あ
い
ギ

ャ
ラ
リ
ー
は
、
今

年
6
月
建
て
替
え

ら
れ
た
郵
便
局
の

ロ
ピ
ー
隣
り
に
設

け
ら
れ
た
も
の

で
、
約
8
0平
方
じ

あ
り
ま
す
。
ど
ん

ど
ん
利
用
し
て
い

た
だ
き
、
地
元
の

方
と
の
つ
な
が
り

を
よ
り
深
め
て
い

き
た
い
で
す
ね
。

い
ま
は
、
俳
画
、

手
芸
。
社
交
ダ
ン

ス
な
ど
の
サ
ー
ク

ル
活
助
が
よ
く
行
わ
れ
て
い
ま

す
」
と
中
澤
局
長
。
ふ
葹

、
各
種

カ
ル
チ
ャ
ー
教
室
な
ど
の
催
し
も

予
定
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

手
工
芸
サ
ー
ク
ル
「
久
美
の
会
」

の
岡
村
久
美
子
さ
ん
は
、「
と
っ
て

も
助
か
り
ま
す
。
町
内
で
会
合
を

で
き
る
楊
所
は
少
な
か
っ
た
し
、

気
軽
に
使
え
ま
す
か
ら
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

ギ
ャ
ラ
リ
ー
は
、
営
利
・
宗
教
・

政
治
目
的
以
外
の
活
助
に
利
用
で

き
ま
す
。
く
わ
し
く
は
、
足
立
中

居
郵
便
局
(

　
8
8
8
9
4
6
7
)
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

サークル活動やミニ展示会にうってつけです

楽しく遊びを学んで

〝友遊 会〟
子
ど
も
を
ど
う
や
っ
て
遊
ば
せ

て
い
い
か
わ
か
ら
な
く
て
。

そ
ん
な
悩
み
を
持
つ
お
母
さ
ん

た
ち
が
作
っ
た
の
が「
友
澀
'
」
。

東
和
保
健
相
談
所
の
講
演
会
「
子

ど
も
の
育
児
と
遊
び
」
が
契
機
で

し
た
。

現
在
は
リ
ズ
ム
体
操
を
中
心
に

お
互
い
に
知
っ
て
い
る
遊
び
を
教

え
あ
っ
た
り
、
保
健
婦
か
ら
新
し

い
遊
び
を
学
ん
だ
り
し
て
い
ま

す
。両

じ
位
の
年
齢
の
子
が
た
く

さ
ん
い
て
も
、
尻
ご
み
せ
ず
に
う

ち
の
子
も
遊
ぶ
よ
う
に
な
り
ま
し

た
」
(
荒
井
さ
ん
)

「
花
い
ち
も
ん
め
な
ど
懷
し
い

遊
び
だ
と
子
ど
も
よ
り
、
自
分
の

方
が
楽
し
ん
で
し
ま
っ
て
し
(吉
田

さ
ん
)

現
在
の
メ
ン
バ
ー
は
4
0組
。
今

後
は
活
勳
の
場
を
保
健
柤
談
所
の

外
へ
も
求
め
た
い
。「
友
遊
会
に
を

広
く
情
報
交
換
の
場
と
し
た
い
と

意
欲
灣
々
。

仲
間
を
探
し
て
い
る
お
毋
さ

ん
、
あ
な
た
も
こ
ん
な
素
敵
な
グ

ル
ー
プ
を
作
つ
て
み
ま
せ
ん
か
。

問
合
せ
先

東
和
保
健
相
談
所

・
l
胚
4
1
7
1

毎 月第3 土曜 日、 子 ども たちの
歓声が響きます

バス接近表示

システム

西新井大師
～北千住駅

バ
ス
待
ち
の
イ
ラ
イ
ラ
を
解
消

す
る
た
め
に
、
東
武
バ
ス
の
次
の

路
線
で
、
バ
ス
接
近
表
示
シ
ス
テ

ム
が
取
り
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
導

入
路
線
は

○
西
新
井
大
師
↓
f

不
新
道
経
由

～
北
千
住
駅
線

○
西
新
井
大
師
～
補
助
1
0
0号
経
由

～
北
千
住
駅
線

の
2
系
絖
。

バ
ス
が
3
つ
前
の
渟
留
所
を
発

車
し
た
時
点
か
ら
、
停
留
所
の
檸

識
が
順
次
ラ
ン
プ
の
点
灯
で
パ
ス

の
接
近
を
知
ら
せ
て
く
れ
ま
す

。

さ
ら
に
1
つ
前
の
渟
留
所
に
バ
ス

が
近
づ
く
と
、「
ま
も
な
く
、○
○

行
き
の
バ
ス
が
ま
い
り
ま
す
」
と

音
声
案
内
。
も
う
、「
バ
ス
。
ち
や

ん
と
来
る
の
か
し
ら
?

」
と
心
配

し
な
く
て
い
い
で
す
ね
。

問
合
せ
先

東
武
バ
ス
西
新
井
出

張
所

　
8
9
8
1
3
3
1

関
東
大
震
災
の
写
真
展

関
原
ふ
れ
あ
い
事
務
所

9
月
1
日
「
防
災
の
日
」
に
ち

な
み
、
関
原
ふ
れ
あ
い
事
務
所
で

関
東
大
震
災
の
写
真
展
が
行
わ
れ

ま
し
た
。(
老
人
ク
ラ
ブ
・
梅
田
上

町
寿
会
主
催
)

当
時
の
5
0枚
の
写
真
は
、
大
地

震
の
す
さ
ま
じ
さ
を
語
り
、
訪
れ

た
人
に
あ
ら
た
め
て
日
ご
ろ
の
災

害
対
策
の
重
要
性
を
訴
え
た
よ
う

で
す
。

貴 重な写 真 を50点 展示 した

工
事
情
報

◎
道
路

歩
道
設
置
(
東
和
一

～
5
、～
2
年
3
月
)

◎
公
園

新
橋
緑
地
整
備
(
F

目
U

月
)

工
事
情
報

◎
水
路

維
持
工
事
(
フ
タ
掛
け
改
良
、

梅
島
三
丁
目
1
～
8

、
～
2
血

1

月
)


